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)表３　製図　大きさの表し方　の生徒用ルーブリック　例
	学習のねらい・目標
	・正確な図面をかくために、JIS B 0001機械製図「寸法記入法」に基づき、読み誤りのない正しい寸法記入の方法を理解する。
・基本的な寸法記入の方法を理解し、図面に正しく寸法を記入できる。
・寸法は、寸法線・寸法補助線・引出線・参照線・寸法補助記号などを用いて寸法数値によって示すことを理解し、正しく寸法記入ができる。
・直径・半径・円弧などの形状や加工方法を表す寸法記入の方法を理解し、正しく寸法記入ができる。

	学習評価
の観点
	評価基準

評価規準
	目　　標
	A
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	Ｄ
もう少し
	自己評価
理由
	相互評価理由

	知識

　技術
	製図に関する事象について、基本的な概念や基礎的な知識を理解し、読図・作図の技能を身につけている。
	・JIS 規格に基づく寸法記入法を理解し、正しく寸法記入ができる。
・寸法線・寸法補助線・引出線・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、図面に正しく寸法記入ができる。
	・JIS規格に基づく寸法記入法を理解し、正しく確実に寸法記入ができる。
・寸法線・寸法補助線・引出線・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、図面に正しく確実に寸法記入ができる。
	・JIS規格に基づく寸法記入法を理解し、正しく寸法記入ができる。
・寸法線・寸法補助線・引出線・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、図面に正しく寸法記入ができる。
	・JIS規格に基づく寸法記入法をおおむね理解し、寸法記入ができる。
・寸法線・寸法補助線・引出線・寸法補助記号などを用いた寸法記入法をおおむね理解し、図面に寸法記入ができる。
	・JIS規格の寸法記入法はおおむね理解しているが、記入法をまちがえることがある。
・寸法補助記号などを用いた寸法記入法をよく理解できないので、正しく寸法記入ができない。
	
	

	思考

判断

表現
	製図に関する事象について、論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。また、その過程や結果および考え方を的確に表現できる。

	・大きさの表し方として、いろいろな寸法記入の方法を調べ、考えることができる。
・JISに定められている寸法記入の一般原則について、グループで考え、説明できる。
	・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、的確に説明できる。
・JISの寸法記入の原則について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、的確に説明できる。不適切な寸法記入を指摘できる。
	・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、説明できる。
・JISの寸法記入の原則について、これまでの学習を振り返り、グループで考え、説明できる。寸法記入のまちがいを指摘できる。
	・寸法補助記号などを用いた寸法記入法を理解し、説明できる。
・JISの寸法記入の原則について、これまでの学習を振り返り、グループで考えることができる。
	・寸法補助記号などを用いた寸法記入法がよく理解できない。
・JISの寸法記入の原則について、よく理解できない箇所がある。
	
	

	主体的に
学習に
取り組む態度
	製図に関する事象について関心をもち、主体的・協働的に取り組む態度を身につけようとする。
	・寸法の記入方法について関心をもち、意欲的に学習に取り組むことができる。
	・寸法の記入方法について関心をもち、積極的・自主的に学習に取り組むことができる。
	・寸法の記入方法ついて関心があり、自主的に学習に取り組むことができる。
	・寸法の記入方法に関心があり、正しい寸法記入法を理解しようとする。
	・寸法記入法にあまり関心がなく、学習に積極的に取り組めない。

	
	

	学習を振り返って
	

	担任の先生の指導
	



